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 03 注目の事業をピックアップ！

貯金と借金の状況は?

ふるさと寄附金は
昨年度より減少

令和8年度 糸田町が負担する
一部事務組合の負担金一覧

下田川塵芥センター等解体費負担金
　　　　　　　　　　　　　　約4,016万円

田川地区消防組合　　　　1億3,133万円

田川広域水道企業団　　　　　　6,130万円

田川地区広域環境衛生施設組合
約9,575万円

し尿・ごみ・埋立処理施設建設事業負担金
約5,495万円

糸田町の財政力指数 0.22
（県内60市町村のうち57位）

し尿処理・ごみ・埋立処理施設関係

田川郡市町村で構成されている組合のこと
で、水道やごみ処理などの施設を共同で管
理しているよ。
糸田町の議員もそれぞれの組合議員になっ
て予算のチェックなどをやっているよ。

　令和7年度は令和6年度より約230万円減額となった。
執行部より、令和8年度は1億円を目標とすると説明が
あった。

　借入金である町債は、宮床団地建替事業等の影響
で増額傾向となり、基金も数年間減少傾向となって
いる。

　指数が高いほど財政力が強いことを示している。
　糸田町は県内の順位でも低く、収納率の向上など
財政基盤の強化が求められる。

（億円）

70

60

50

40

80

90

令和
2年度

令和
3年度

令和
4年度

令和
5年度

令和
6年度

令和
7年度
（見込み）

町債（借金）

基金（貯金）

56億
9,274万円

57億
1,616万円

51億
613万円

53億
193万円

52億
2,883万円

57億
3,314万円

62億
1,960万円

66億
1,532万円

67億
9,367万円

74億
5,346万円

49億
9,753万円

82億
340万円

　子育て世帯を支援するため、親の就労状況に関わ
らず、未就園児を時間単位で保育所に預けられる制度。
　対象：0歳6か月～満3歳未満のこども
　時間：1か月に10時間まで
　料金：1時間300円
※町内在住者は実質無料。

こども誰でも通園制度

昨年度比 横ばい

在宅人工呼吸器使用者非常用電源
導入費補助金　13万円
　在宅人工呼吸器の使用者に対して、停電時でも電源
供給を賄うために電源装置を買うための費用を補助す
る費用。

※田川地区斎場組合は3月31日をもって広域環境衛生
施設組合と統合となった。

925件

990件

2,457件

1,649件

1,123件

令和
8年度
予 算
日
々
の
く
ら
し
や
給
食
費
無
償
化
、

　
　
　
　町
立
病
院
建
替
事
業
な
ど
を
計
上

日
々
の
く
ら
し
や
給
食
費
無
償
化
、

　
　
　
　町
立
病
院
建
替
事
業
な
ど
を
計
上

　
３
月
議
会
定
例
会
は
、
３
月
４
日
か
ら
19

日
ま
で
の
16
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
た
。

　
町
提
出
議
案
は
23
件
で
、
条
例
一
部
改

正
、
補
正
予
算
、
令
和
8
年
度
一
般
・
特
別

会
計
な
ど
を
審
議
。

　
令
和
８
年
度
一
般
・
特
別
会
計
予
算
な
ど

６
会
計
に
つ
い
て
は
、
各
常
任
委
員
会
に
付

託
し
、
集
中
審
査
を
し
た
。

（
委
員
会
の
詳
細
は
14
〜
15
ペ
ー
ジ
へ
）

民生費
22億1,222万円

公債費
5億1,919万円土木費

6億5,818万円

総務費
7億9,142万円

衛生費
9億4,148万円

農林商工費
2億4,598万円

消防費
1億7,846万円

その他
2億5,206万円

医療や介護、子育てなどに
使うお金です。ごみ・し尿の処理

費等です。

借り入れの返済
金です。教育費

5億1,460万円

その他
6億9,321万円

町税
5億4,654万円

県支出金
4億5,568万円

繰入金
9億2,047万円

国庫支出金
9億8,490万円

町債（借金）
3億4,340万円

地方交付税
23億6,939万円

町民税、固定資産税、軽自動車税な
ど、私たちが払っている税金です。

自治体の規模や財
政力に応じて国か
ら交付されるお金
です。

保育や医療な
ど使い道の決
まった補助金
です。

14～15ページの
委員会審査にも
新規事業を載せ
ているよ

金山アジサイ園周辺エリア
観光資源形成基本構想策定
業務委託料　約598万円　
 観光地として利用されている金山
アジサイ園の駐車場周辺について、
公園化を目指し、基本構想を策定す
るための委託費用。

元気になれる体操教室
講師謝金　約58万円
　町立病院の理学療法士を活用し

て、医学的なものも含めた
運動機能教室を開催するた
めの費用。

　令和8年度から全国の小学校で給食費が一律無償化と
なり、糸田中学校についても地方創生臨時交付金を活
用して給食費の無償化を併せて実施。

小・中学校給食費無償化

建
設
費
等
の
減
少
で
一
般

会
計
は
昨
年
よ
り
約
５
億

７
万
円
減
少
し
た
よ

 住宅家賃補助を廃止して、定住促
進と空き家対策を兼ねた新たな施策
で、町内の住宅取得費等を補助する
もの。上限は基本50万円。
　三親等内が所有する住宅等は補助
から除外となる。
　また、空き家バンクを活用した
際は上記施策とは別の助成金もあ
るので、詳しくは地域振興課へ。
（電話：26-4025）

定住促進補助金

2,171件

令和７年度

令和６年度

令和５年度

令和４年度

令和３年度

令和２年度

0 1,000万円 2,000万円 3,000万円 4,000万円 5,000万円

1,674万円

1,511万円

4,034万円

3,975万円

4,613万円

4,386万円

骨髄等移植ドナー助成金　20万円
　骨髄ドナーとして提供する側の経済負担の軽
減をするための費用。1日2万円、10日間を限
度とする。
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※一般質問／
　議員が町の行政全般について、質問、政策提言をおこないます。糸田町議会は、一人50分以内で
おこない、議会だよりには、各議員が要約したものを掲載しています。

一
般
質
問

一
般
質
問

執行部
総務課　　防災管財課　　税務町民課　　地域振興課　　人権推進課　　教務課　　健康福祉課
子育て支援課　　建築課　　土木課　　町立緑ヶ丘病院

一般質問

町
政
を
問
う

質問
これも

要
望
は
あ
っ
た
が
、
新
年
度
予
算
は
計
上

し
て
な
い
。

令
和
7
年
6
月
9
日
購
入
。

開
始
令
和
7
年
11
月
19
日
7
件
。

実
施
で
き
て
い
な
い

課
が
あ
る
か
。

意
図
的
に
差
別
す

る
課
な
ど
あ
り
得

な
い
。
住
民
に
誠
実
に
対
応

し
て
い
る
。

一
事
例
と
し
て
、
タ

マ
ネ
ギ
倉
庫
に
数
年

前
は
自
動
販
売
機
が
設
置
さ

れ
て
い
た
。
町
民
が
南
糸
田

地
区
の
町
有
地
に
、
自
動
販

売
機
を
設
置
さ
せ
て
ほ
し
い

と
申
し
出
た
ら
、
駄
目
だ
と

言
わ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
タ
マ

ネ
ギ
倉
庫
は
良
い
の
か
、
指

摘
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
後
撤

去
し
て
い
る
。
町
民
が
不
平

等
を
感
じ
る
点
を
多
々
町
に

尋
ね
て
い
る
が
、
回
答
は
曖

昧
な
も
の
で
、
明
確
に
説
明

し
て
い
な
い
。

　私
は
町
が
差
別
し
て
い
る

と
感
じ
る
。こ

れ
は
弁
護
士
対

応
の
案
件
な
の
で

答
弁
は
差
し
控
え
る
。

答

問 公正・公平・平等で
差別のない町政について
弁護士対応の案件なので
答弁は差し控える

問

答 問
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
対
応
に
つ
い
て

過
剰
な
動
き
を
止
め
る
の
が
前
提

町
民
が
職
員
を
長
時

間
拘
束
す
る
こ
と
に

よ
り
、
体
調
を
崩
し
て
休
職

に
追
い
込
ま
れ
た
と
い
う
カ

ス
ハ
ラ
が
あ
っ
た
な
ら
、
町

が
提
訴
し
事
件
と
し
て
取
り

扱
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

何
で
も
か
ん
で
も

事
件
に
す
る
の
が

果
た
し
て
良
い
の
か
、
過
剰

な
動
き
を
止
め
る
の
が
前

提
。
町
民
に
対
し
て
、
今
ま

で
の
お
こ
な
い
に
つ
い
て
反

省
し
て
い
た
だ
く
意
味
合
い

で
通
知
を
出
し
て
い
る
。

カ
ス
ハ
ラ
の
事
実
が
あ

る
な
ら
、
課
題
と
し
て

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

問

問

答
町長

答
町長

答
町長

動画はこちらから

▶ 

役
場
の
階
段
に
掲
示
し
て
い
る
ポ
ス
タ
ー

木下 智康（9ページ）
● 入学時在学中の金銭的サポートについて

● 公正・公平・平等で差別のない
　 町政について
● ハラスメントの対応について
● 重度心身障害者見舞品事業、令和7年度から
　 中止になったが見直しを問う。
● 竹粉砕機の購入日。貸出し開始日実績は。

山田 陽一（5ページ）

● 移転するのに充分な
　 説明ができたのか
● 今後、団地住民の声を聞いていくのか

竹田 照美（7ページ）

● 平成筑豊鉄道運営は
　 鉄道上下分離案採択を要望する
● 「自主財源」向上に向け令和8年度の取り
　 組みは

松瀬 征行（8ページ）

森下 喬廣（10ページ）
● 耐震補強工事が不可能な
　 理由は
● 宮床の大雨浸水について抜本的な対策を
● 交通安全の啓発活動の強化方針は。
● 子どもの遊び場の将来進むべき方向は。
● 枝木の越境について、強い指導をおこなう
　 考えはあるか。

谷口 輝昭（11ページ）
● 犬のふん等の迷惑条例の
　 設置について

早麻 雄三（12ページ）
● 「稼ぐ役場」へと塗り
　 替える覚悟があるか
● 空き家問題の今後の対策は
● 糸田小学校から皆添橋の交通渋滞の現状認識
　 と具体的な対策案は。

仲島 誠一（13ページ）
● 学用品（お道具箱）の代替の
　 可能性について
● 体操服を小中統一にしてはどうか
● ランリュックについて検討してほしい。
● 中学進級時に入学支度金の配布を。

小嶋 康子（6ページ）
● 高齢者、障がい者への
　 ごみ出し支援
● 手話施策推進法に基づく本町の取り組み

3月定例会では、9人の議員が※一般質問をおこない、
活発な議論を展開しました。質問と答弁を要約した
内容は5ページから13ページです。

各
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
る
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
、
一

般
質
問
を
動
画
で

視
聴
で
き
る
よ

山田　陽一
やま　だ　　　よういち

答
副町長

問
重
度
心
身
障
害
者
見
舞
品
事
業
、
令
和
7
年
度

か
ら
中
止
に
な
っ
た
が
見
直
し
を
問
う
。

問
竹
粉
砕
機
の
購
入
日
。

貸
出
し
開
始
日
実
績
は
。

答
健康福祉
課長

山田
要望



6
糸田町議会だより

7
糸田町議会だより

今
移
転
を
ど
ん
ど
ん

進
め
て
い
る
が
、
こ

の
移
転
を
す
る
の
に
、
団
地

住
民
に
納
得
の
で
き
る
十
分

な
説
明
が
さ
れ
た
の
か
。

今
回
の
移
転
に
関

し
て
、
住
民
説
明

会
を
令
和
6
年
11
月
に
2
回

開
催
し
、
説
明
会
で
は
、
対

象
団
地
の
現
況
、
宮
床
団
地

の
入
居
に
関
す
る
詳
細
お
よ

び
移
転
費
用
に
つ
い
て
説
明

し
た
。
移
転
は
あ
く
ま
で
強

制
で
は
な
く
、
説
明
会
に
参

加
さ
れ
な
か
っ
た
入
居
者
に

対
し
て
は
、
事
前
に
配
付
し

た
説
明
資
料
を
通
じ
て
内
容

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
も
、
集
約
化
と
な
っ

て
い
る
団
地
に
お
い
て
は
十

分
な
説
明
を
お
こ
な
い
、
住

民
の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
も

ら
え
る
よ
う
説
明
し
て
い
き

た
い
。

答

問 移転するのに充分な
説明ができたのか
今後も住民の皆さんに
理解してもらえる説明をする

問

答
建築課長

動画はこちらから

一般質問

手話施策推進法に
基づく本町の取り組み

一般質問

町
政
を
問
う

答 問
高
齢
者
、
障
が
い
者
へ
の

ご
み
出
し
支
援

収
集
運
搬
の
業
者
に
協
力

い
た
だ
き
実
施
し
た
い

階
段
が
あ
る
家
の
方

な
ど
か
ら
、
回
収
場

所
ま
で
抱
え
て
い
く
こ
と
が

で
き
な
い
。
ご
み
を
整
理
し

て
出
し
た
い
が
量
が
多
く
て

困
っ
て
い
る
。
粗
大
ご
み
、

た
ん
す
や
ベ
ッ
ド
な
ど
、
大

き
な
も
の
が
家
か
ら
運
び
出

せ
な
い
。
ご
み
の
分
別
が
よ

く
分
か
ら
な
い
な
ど
様
々
に

ご
み
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る

方
が
い
る
。

　こ
れ
ま
で
何
度
も
ご
み

出
し
支
援
に
つ
い
て
は
質

問
を
し
て
き
た
。
そ
の
後

ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
た

か
。
相
談
窓
口
も
設
置
し

て
も
ら
い
た
い
。

4
月
実
施
に
向
け

準
備
を
お
こ
な
っ

て
い
る
。
集
積
場
所
ま
で
距

離
が
あ
る
、
坂
道
の
上
や

下
、
階
段
の
上
っ
て
い
う
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ

の
方
を
対
象
に
、
決
め
ら
れ

た
日
週
1
回
、
玄
関
前
ま
で

ご
み
の
回
収
に
伺
お
う
と
考

え
て
い
る
。

　
基
本
的
に
高
齢
者
の
方
、

問

小嶋　康子
　こ　じま　　やす　こ　

手
話
施
策
推
進
法
が

制
定
さ
れ
、
全
国
的

に
手
話
の
理
解
と
普
及
が
進

ん
で
い
る
。

　行
政
窓
口
の
対
応
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。
オ

ン
ラ
イ
ン
手
話
通
訳
の
導
入

や
、
職
員
へ
の
手
話
研
修
の

実
施
、
全
国
手
話
検
定
試
験

の
受
験
料
補
助
な
ど
に
つ
い

て
問
う
。

　推
進
法
が
制
定
さ
れ
条
例

も
あ
る
。
し
か
し
担
い
手
が

増
え
な
け
れ
ば
推
進
さ
れ
な

い
。
他
に
も
、
手
話
ダ
ン
ス

や
手
話
コ
ー
ラ
ス
の
企
画
や

子
ど
も
へ
の
教
育
な
ど
も
大

き
な
推
進
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。

手
話
の
で
き
る
職

員
が
2
名
い
る
。

書
い
て
伝
え
る
よ
り
格
段

に
ス
ム
ー
ズ
な
接
客
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
窓

口
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
手
話

通
訳
は
直
ち
に
導
入
、
設

置
を
考
え
て
い
な
い
。
住

民
向
け
は
、
手
話
教
室
、

隣
保
館
で
手
話
講
座
、
町

内
保
育
園
で
定
期
的
な
手

話
学
習
の
機
会
が
あ
る
。

　
職
員
研
修
は
、
手
話
教
室

等
へ
の
参
加
を
促
す
。
町

職
員
全
体
で
考
え
れ
ば
、

人
事
部
局
と
の
研
修
協
議

が
必
要
に
な
る
。
検
定
試

験
の
補
助
は
、
多
く
は
な
い

が
実
施
し
て
い
る
自
治
体
が

あ
る
の
で
、
参
考
に
研
究
し

て
み
た
い
。

答

問
手話のできる職員が2名いる

問

答
税務町民
課長

答
健康福祉
課長

動画はこちらから

障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
、
歩

い
て
ご
み
出
し
を
す
る
こ
と

が
困
難
な
方
に
つ
い
て
対
象

と
す
る
よ
う
に
考
え
て
い

る
。
ご
み
が
出
て
な
い
場
合

に
つ
い
て
は
声
か
け
も
お
こ

な
っ
て
い
き
た
い
。
申
請
書

を
出
し
、
簡
単
な
面
談
を
お

こ
な
い
、
職
員
が
現
地
を
訪

問
後
、
決
定
す
る
形
を
と
り

た
い
。
粗
大
ご
み
は
今
後
検

討
し
た
い
。答 問

今
後
、
団
地
住
民
の
声
を

聞
い
て
い
く
の
か

今
後
も
住
民
に
理
解
し
て

も
ら
え
る
説
明
を
し
て
い
く

今
後
こ
の
計
画
を
進

め
る
中
で
、
団
地
住

民
の
声
を
聞
い
て
い
く
の

か
。
堀
川
団
地
住
民
の
声
を

聞
い
て
も
ら
い
、
町
長
自
ら

現
場
視
察
し
て
も
ら
い
、
ど

う
い
う
ふ
う
に
す
る
か
、
考

え
方
を
聞
き
た
い
。

人
口
減
少
が
続
く

中
、
公
営
住
宅
の

長
寿
命
化
計
画
の
中
で
、
集

約
化
も
避
け
て
通
れ
な
い
状

況
が
あ
る
の
か
な
と
考
え
て

い
る
。

　
た
だ
、
住
居
と
い
う
の
は

生
活
の
基
盤
な
の
で
、
や
は

り
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
住
民

の
皆
さ
ん
方
の
意
見
も
十
分

勘
案
し
な
く
て
は
い
け
な
い

こ
と
も
ま
た
反
面
事
実
な
の

で
、
ど
う
い
う
手
法
で
集
約

化
す
る
の
が
い
い
の
か
も
含

め
て
、
い
ろ
い
ろ
な
課
題
が

あ
る
の
か
と
思
う
。

　
人
口
減
少
に
伴
っ
て
、
ど

問

う
し
て
も
あ
る
程
度
す
べ
て

の
団
地
を
き
れ
い
に
し
て
い

く
の
は
、
財
政
的
に
も
人
口

的
に
考
え
て
も
ち
ょ
っ
と
厳

し
い
の
で
、
あ
る
程
度
集
約

を
し
な
が
ら
こ
の
住
宅
政
策

を
考
え
て
い
か
ざ
る
を
得
な

い
。
生
活
の
基
盤
で
あ
る
住

居
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る

方
々
の
意
見
は
当
然
十
分
に

参
考
に
し
な
が
ら
考
え
て
い

き
た
い
。

竹田　照美
たけ　だ　　　てる　み

答
町長

▲ 堀川団地　近影

▶ 

イ
メ
ー
ジ
写
真
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一般質問

町
政
を
問
う

「自主財源」向上に
向け令和8年度の
取り組みは

答 自主財源の確保は非常に
大きな課題だ

8
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一般質問

町
政
を
問
う

今
年
以
降
入
学
者
数

は
40
〜
50
名
で
横
ば

い
が
続
く
試
算
に
な
っ
て
い

る
。
中
学
入
学
時
に
祝
い
金

を
だ
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要

望
を
上
げ
て
い
る
が
、
い
ま

だ
に
叶
っ
て
い
な
い
。
今
、

物
価
高
で
給
料
が
上
が
ら

な
い
ど
こ
ろ
か
税
金
が
増

え
、
逆
に
手
取
り
、
収
入
が

下
が
っ
て
い
る
状
態
が
続

き
、
生
活
も
ま
ま
な
ら
な
い

方
々
が
い
る
。

　今
年
の
入
学
者
数
は
、
小

学
校
46
名
と
い
う
こ
と
で
、

前
年
比
30
名
近
く
少
な
く

な
っ
て
い
る
。
現
在
の
2
年

生
が
73
名
、
単
純
計
算
で

3
6
5
万
円
今
年
入
学
の
1

年
生
は
46
名
で
2
3
0
万
円

の
祝
金
と
な
り
、
約
1
3
5

万
円
予
算
的
に
余
る
こ
と
に

な
る
。
約
3
万
円
ほ
ど
一
人

あ
た
り
余
る
が
ど
う
い
う
ふ

う
に
使
う
考
え
か
。

予
算
と
い
う
の
は

そ
の
事
業
だ
け
で

考
え
て
い
な
い
。
お
金
が
浮

い
た
か
ら
そ
の
事
業
を
増
や

す
と
か
そ
ん
な
話
で
は
な

い
。
町
の
財
政
は
限
ら
れ
て

い
る
。
あ
る
程
度
の
予
算
の

範
囲
内
で
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

在
学
中
サ
ポ
ー
ト
と

し
て
、
給
食
費
、
学

業
費
、
修
学
旅
行
費
な
ど
補

助
を
す
る
就
学
支
援
制
度
が

あ
る
。
今
半
数
以
上
の
子
が

就
学
支
援
を
受
け
て
い
る
。

残
り
の
約
4
割
の
家
庭
に
お

い
て
も
給
食
費
は
無
償
に

な
っ
た
が
、
学
業
費
や
修
学

旅
行
費
を
町
で
負
担
で
き
な

い
か
？

　就
学
支
援
制
度
は
ギ
リ

答

問 入学時在学中の
金銭的サポートについて

何もかも行政頼りはよくないと思う

問

問

答
町長

動画はこちらから

▲ 金田駅に停留している車両 

▲ 糸田小学校

答 問
平
成
筑
豊
鉄
道
運
営
は
鉄
道

上
下
分
離
案
採
択
を
要
望
す
る

全
員
協
議
会
の
中
で

十
分
説
明
す
る

平
成
筑
豊
鉄
道
に
関

す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
の
募
集
方
法
、
集
約

さ
れ
た
状
況
は
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
は
、
3
つ
の

駅（
糸
田
、松
山
、大
熊
）
等

に
掲
示
。
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
広
報
誌
を
通
じ
て

意
見
聴
取
の
結
果
、
2
件

だ
け
だ
っ
た
。

私
は
平
成
筑
豊
鉄
道

運
営
は
、
鉄
道
上
下

分
離
案
採
択
を
切
望
す
る
。

最
悪
で
も
線
路
バ
ス
高
速
輸

送
シ
ス
テ
ム（
B
R
T
）案
に

努
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　理
由
は
、
①
鉄
道
運
行

問

問

本
町
の
財
政
力
指
数

は
県
内
31
町
村
中
28

番
目
と
低
い
指
数
で
、
財
政

基
盤
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　そ
れ
に
は
「
自
主
財
源
」

向
上
が
必
要
で
、
令
和
8
年

度
の
取
り
組
み
の
計
画
等
を

問
う
。

住
民
税
は
約
5
0
0

万
円
減
収
等
、
様
々

な
減
収
の
中
、
税
収
確
保
の

た
め
滞
納
分
徴
収
を
前
年
度

よ
り
徴
収
率
を
ア
ッ
プ
さ
せ

る
。
徴
収
対
策
は
各
課
で
取

り
組
む
。

令
和
8
年
度
の
ふ

る
さ
と
納
税
の
取

り
組
み
と
し
て
、
ふ
る
さ
と

寄
附
金
の
目
標
額
1
億
円
達

成
に
向
け
、
地
域
の
特
産
品

の
発
掘
や
県
内
の
多
く
の
イ

ベ
ン
ト
等
を
活
用
し
た
P
R

に
努
め
る
。

1
億
円
の
目
標
達
成

に
は
、
ヒ
ッ
ト
返
礼

品
等
必
要
と
考
え
る
が
、
総

括
的
に
問
う
。

地
方
税
の
減
収
等

の
確
保
も
難
し
い

中
、
徴
収
率
ア
ッ
プ
に
努
め

「
自
主
財
源
」
確
保
に
向

け
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
目
標

達
成
に
努
力
す
る
。

糸
田
町
は
狭
い
の

で
、
大
企
業
の
誘
致

は
無
理
だ
。

　例
え
ば
プ
ー
ル
跡
地
の
遊

休
地
や
、
町
有
地
を
整
備
し

売
却
す
る
等
「
自
主
財
源
」

確
保
に
向
け
努
力
さ
れ
る
こ

と
を
要
望
す
る
。

問問

問松瀬
要望

動画はこちらから

は
各
駅
に
駅
舎
が
あ
り
屋

根
や
ベ
ン
チ
が
あ
る
。
風

や
雨
な
ど
に
対
し
、
学
生

や
高
齢
者
等
一
般
利
用
者

に
と
っ
て
安
全
安
心
だ
。

②
時
刻
が
正
確
で
目
的
地

に
早
く
到
着
す
る
。

　路
線
バ
ス
に
す
る
と
、
①

バ
ス
停
は
屋
根
や
ベ
ン
チ
が

な
く
強
風
や
雨
、
猛
暑
等
に

さ
ら
さ
れ
傘
や
帽
子
が
飛
ば

さ
れ
る
等
不
安
全
で
あ
る
。

②
ト
ラ
ッ
ク
等
他
車
と
の

接
触
で
人
身
事
故
が
発
生

し
危
険
だ
。
③
交
通
事
故
等

で
車
の
渋
滞
が
発
生
し
、
運

行
が
一
時
ス
ト
ッ
プ
す
る
等

時
刻
が
不
確
実
の
リ
ス
ク
が

あ
る
。

　以
上
の
理
由
で
、
鉄
道
上

下
分
離
案
採
択
か
B
R
T
案

の
運
営
に
す
べ
き
だ
。

詳
細
は
、
全
員
協
議

会
の
中
で
伝
え
る
。

3
月
中
旬
ま
で
に
示
す
。

木下　智康
きのした　　ともやす

ギ
リ
あ
た
ら
な
い
家
庭
が

一
番
き
つ
い
。
1
万
、
2

万
で
も
超
え
た
場
合
受
け

ら
れ
な
い
。
町
全
体
で
子

育
て
し
て
い
く
と
町
長
は

言
っ
て
い
た
が
、
こ
の
よ

う
な
所
か
ら
寄
り
添
っ
て

い
く
の
が
大
事
で
は
な
い

か
と
私
は
思
う
が
。

す
べ
て
行
政
に
頼

る
の
が
い
い
の
か
、

ど
う
い
う
社
会
を
目
指
す
の

か
、
何
も
か
も
行
政
が
す
べ

て
面
倒
見
て
、
は
い
平
等

で
す
よ
と
い
う
考
え
方
が

果
た
し
て
い
い
の
か
ど
う

か
だ
。

　
困
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
は

準
要
保
護
世
帯
と
い
う
こ
と

で
就
学
援
助
を
お
こ
な
っ
て

い
る
。
や
は
り
自
立
っ
て
い

う
こ
と
は
大
切
な
こ
と
だ
。

何
も
か
も
行
政
に
頼
っ
て
、

「
は
い
、
い
い
で
す
よ
」
と

い
う
話
に
は
私
は
な
ら
な
い

と
思
う
。私

と
は
真
逆
の
考
え

だ
と
思
う
。
子
ど
も

を
産
み
た
く
て
も
お
金
が

な
い
か
ら
産
め
な
い
。
こ

れ
は
行
政
が
寄
り
添
っ
て

や
ら
な
い
と
厳
し
い
国
、

世
界
に
な
っ
て
き
て
い
る

と
私
は
思
う
。

松瀬　征行
まつ　せ　　　まさゆき

答
町長

答
総務課長

答
地域振興
課長代理

答
町長

答
町長

木下
意見

答
町長
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一般質問

町
政
を
問
う

答 問
耐
震
補
強
工
事
が

不
可
能
な
理
由
は

不
可
能
で
は
な
い
が
診
療
を

お
こ
な
い
な
が
ら
は
困
難

令
和
5
年
度
の
経
常

損
失
、
令
和
6
年

度
、
令
和
7
年
度
の
純
損
失

に
つ
い
て
、
そ
の
原
因
は
何

で
あ
る
と
の
考
え
で
、
ま

た
、
そ
れ
ら
を
解
消
す
る
た

め
の
方
法
は
何
で
あ
る
か
。

赤
字
の
大
き
な
要

因
は
入
院
患
者
が

減
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

医
師
の
体
制
の
問
題
で
悪
循

環
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
。
医

師
を
確
保
で
き
た
の
で
、
患

者
数
増
加
の
た
め
の
方
策
や

新
た
な
診
療
報
酬
の
取
得
を

実
施
し
て
い
く
。

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
を
設

置
す
る
な
ら
ば
、概
算

で
幾
ら
程
度
か
か
る
の
か
。

概
算
で
約
1
億
円

か
ら
1
億
3
千
万

円
の
費
用
が
か
か
る
予
定
だ

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
済
ま
な

い
可
能
性
が
か
な
り
高
い
。

耐
震
補
強
工
事
が
不

可
能
で
あ
る
理
由
は
。

診
療
を
お
こ
な
い

な
が
ら
実
施
す
る

と
い
う
の
は
か
な
り
困
難

で
、
工
期
が
長
く
か
か
る
。

設
備
の
劣
化
が
か
な
り
激
し

く
な
っ
て
お
り
、
耐
震
補
強

だ
け
で
は
改
善
で
き
な
い
。

現
地
で
の
経
営
を
続
け
る
と

い
う
こ
と
が
限
界
に
達
し
て

い
る
。

問問

問

宮
床
地
区
の
住
民
は

浸
水
被
害
に
不
安
な

日
々
を
過
ご
し
て
い
る
。

被
害
の
発
生
回
数
と
そ
の

被
害
状
況
、
頻
発
す
る
原

因
は
。

平
成
24
年
は
床
下

浸
水
が
44
世
帯
。

平
成
30
年
は
総
雨
量
が
大
き

か
っ
た
こ
と
か
ら
道
路
冠
水

が
発
生
し
た
。

位
置
す
る
土
地
が

低
い
。
樋
門
、
樋

管
を
閉
じ
る
こ
と
で
内
水
量

の
増
加
に
大
き
く
影
響
し
て

い
る
の
が
原
因
で
あ
る
。

し
ゅ
ん
せ
つ
な
ど
の

計
画
の
進
捗
と
、
激

甚
化
す
る
大
雨
に
対
し
抜
本

的
な
対
策
を
検
討
す
べ
き
時

期
で
は
な
い
か
。

河
道
掘
削
を
実
施
。

流
域
流
量
調
査
を

基
に
さ
ら
な
る
対
応
を
検
討

す
る
材
料
に
す
る
。

ポ
ン
プ
を
活

用
し
て
対
策

が
で
き
な
い
か
検
討
さ

れ
て
い
る
。
地
区
の
防

災
計
画
の
作
成
に
向
け

今
後
調
整
を
進
め
る
。

答

問 宮床の大雨浸水に
ついて抜本的な対策を
水害対策のさらなる
対応を検討する

問

問
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一般質問

町
政
を
問
う

動画はこちらから

▶ 

平
成
24
年 

大
雨
災
害
時 

宮
床
地
区 

▶

答
町立病院
事務長

答
町立病院
事務長

答
防災管財
課長

答
防災管財
課長

森下　喬廣
もりした　　たかひろ

住
民
か
ら
犬
の
ふ
ん

等
の
苦
情
が
複
数
上

が
っ
て
い
る
。
毎
朝
家
の

前
、
道
路
や
川
土
手
の
道
や

農
道
、
公
園
に
犬
の
ふ
ん
が

放
置
さ
れ
美
観
が
損
な
わ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
子
ど
も
を

安
心
し
て
公
園
で
遊
ば
せ
る

こ
と
が
で
き
な
い
な
ど
の
苦

情
の
報
告
が
あ
る
。
犬
の
ふ

ん
や
尿
は
、
放
置
を
す
る
と

悪
臭
や
衛
生
問
題
と
な
り
、

地
域
の
環
境
を
悪
化
さ
せ

る
。
公
園
な
ど
は
小
さ
な
子

ど
も
た
ち
が
遊
ぶ
公
共
の
場

で
あ
り
、
思
い
が
け
な
い
感

染
症
に
か
か
る
お
そ
れ
も
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
犬
の
ふ

ん
等
で
住
民
同
士
が
感
情
的

に
な
り
、
対
立
を
招
く
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。

　犬
の
ふ
ん
等
の
迷
惑
条
例

を
設
置
す
る
こ
と
で
、
心
理

的
な
抑
止
効
果
と
モ
ラ
ル
向

上
に
期
待
で
き
る
。
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
条
例
設
置
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。

犬
猫
の
飼
い
方
、

ふ
ん
尿
の
問
題

は
、
町
に
も
苦
情
が
入
っ
て

い
て
、
条
例
の
制
定
に
向
け

た
準
備
は
進
め
て
い
る
。
糸

田
町
に
は
環
境
美
化
条
例
が

あ
り
、
空
き
缶
や
た
ば
こ
の

吸
い
殻
等
の
散
乱
を
防
止
す

る
た
め
、
町
、
住
民
の
責
務

を
規
定
し
て
い
る
が
、
ふ
ん

尿
に
つ
い
て
等
の
定
め
は
な

答

問 犬のふん等の迷惑条例の
設置について
早い時期に制定できるよう
協議を進める

問

動画はこちらから

▲ 町内に設置してある看板

い
。
ふ
ん
尿
の
問
題
で
は

な
く
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て

の
相
談
も
最
近
非
常
に
多

く
あ
る
。

　
そ
れ
も
含
め
て
、
こ
の
環

境
美
化
条
例
を
基
に
し
て
、

飼
い
犬
や
猫
の
ふ
ん
尿
の
問

題
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
の
問

題
に
つ
い
て
も
、
町
、
住
民

の
責
務
を
明
記
し
て
、
ふ
ん

尿
の
投
棄
の
禁
止
や
清
潔
の

保
持
な
ど
も
定
め
た
上
で
、

こ
の
問
題
を
少
し
で
も
抑
止

で
き
る
よ
う
に
、
罰
則
を
設

け
る
べ
き
か
と
い
う
と
こ
ろ

の
検
討
も
今
お
こ
な
っ
て
い

る
。
議
員
の
言
っ
た
よ
う

に
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期

に
制
定
で
き
る
よ
う
協
議
を

進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答
土木課長

答
土木課長

答
町立病院
事務長

高
齢
化
で
自
力
で
の

迅
速
な
避
難
が
困
難

な
方
も
多
い
。
具
体
的
な
避

難
支
援
体
制
に
つ
い
て
町
は

ど
う
主
導
し
て
い
く
の
か
。

避
難
行
動
要
支
援

者
の
う
ち
登
録
者

は
お
よ
そ
1
2
0
名
。
区
長

や
民
生
委
員
と
連
携
し
迅
速

に
支
援
が
お
こ
な
え
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
る
。

問答
防災管財
課長

答
税務町民
課長

質問
これも

問
枝
木
の
越
境
に
つ
い
て
、
強
い
指
導
を
お
こ
な
う

考
え
は
あ
る
か
。

い
ろ
い
ろ
な
形
を
通
じ
て
啓
発
活
動
を

お
こ
な
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問
交
通
安
全
の
啓
発
活
動
の
強
化
方
針
は
。

問
子
ど
も
の
遊
び
場
の
将
来
進
む
べ
き
方
向
は
。

答
町長

管
理
面
な
ど
の
課
題
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
よ
り
ク
リ
ア
す
る
考
え
で
あ
る
。

答
町長

行
政
介
入
と
い
う
よ
り
、
積
極
的
に
管
理
を

促
し
て
い
く
。

答
町長

谷口　輝昭
たにぐち　　てるあき
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一般質問

町
政
を
問
う

答 問
「
稼
ぐ
役
場
」へ
と
塗
り

替
え
る
覚
悟
が
あ
る
か

今
後
も
真
摯
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い

「
稼
ぐ
役
場
」
へ
の
構

造
変
革
を
。

　ふ
る
さ
と
納
税
を
一
施
策

の
強
化
に
と
ど
め
ず
、
町
全

体
の
収
益
を
最
大
化
さ
せ
る

司
令
塔
へ
昇
華
さ
せ
る
べ
き

だ
。
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の

対
象
を
町
道
や
公
式
S
N
S

等
へ
拡
大
し
、
未
利
用
地
や

稼
働
率
の
低
い
施
設
の
売
却

等
で
「
負
の
遺
産
」
か
ら
将

来
の
固
定
資
産
税
収
入
へ
繋

げ
る
考
え
は
。

　民
間
経
営
感
覚
を
持
つ
専

門
人
材
を
積
極
的
に
雇
用

し
、
増
収
額
等
の
明
確
な

K
P
I
を
掲
げ
、
町
長
が

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
と
し
て

先
頭
に
立
つ
覚
悟
を
問
う
。

外
部
人
材
は
地
域

お
こ
し
協
力
隊
等

を
活
用
中
。
ふ
る
さ
と
納
税

は
令
和
8
年
度
に
1
億
円
の

収
入
を
目
指
す
。
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
は
他
自
治
体
で
導

入
が
進
む
が
、
本
町
で
は
地

域
性
や
企
業
側
の
メ
リ
ッ
ト

問

質問
これも

問
糸
田
小
学
校
か
ら
皆

添
橋
の
交
通
渋
滞
の

現
状
認
識
と
具
体
的

な
対
策
案
は
。

朝
と
夕
の
渋
滞

は
深
刻
な
課
題
。

信
号
の
改
善
や

調
査
、
検
討
を

進
め
る
。

放
置
さ
れ
た
空
き
家

は
防
犯
・
防
災
上
の

リ
ス
ク
と
な
り
地
域
の
活
力

を
損
な
う
。
直
近
の
調
査
に

よ
る
総
数
や
特
定
空
き
家
等

の
増
減
傾
向
、
解
体
費
用
の

補
助
や
空
き
家
バ
ン
ク
の
実

績
、
周
知
状
況
は
。

　所
有
者
の
意
思
や
経
済
状

況
等
の
課
題
に
対
し
、
改
正

空
き
家
法
を
活
用
し
、
管
理

不
全
空
き
家
へ
の
予
防
的
処

置
の
強
化
や
、
空
き
家
を
移

住
・
定
住
促
進
の
資
源
と
し

て
活
用
す
る
攻
め
の
対
策
を

ど
う
描
く
か
。

答

問 空き家問題の
今後の対策は
改正法に基づき空き家
解消に向け取り組む

問

▲ 現在児童が使用しているお道具箱

13
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一般質問

町
政
を
問
う

質問
これも

一
応
周
知
は
す
る
が
、
あ
と
は
保
護
者
任
せ
。

今
の
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

動画はこちらから

学
用
品
の
必
要
性
や

代
替
の
可
能
性
等
を

検
討
し
、
保
護
者
の
経
済
的

負
担
を
減
ら
す
対
策
が
必
要

で
あ
る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
計

算
セ
ッ
ト
ア
プ
リ
等
を
使
う

の
は
ど
う
か
。

　お
道
具
箱
や
ド
リ
ル
等
必

要
な
教
材
を
買
わ
ず
に
済

む
。
学
年
に
よ
り
、
掛
け
算

ア
プ
リ
、
地
図
パ
ズ
ル
等
使

う
の
は
ど
う
か
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
と
紙

教
材
の
長
所
を
踏

ま
え
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
組

み
合
わ
せ
て
学
習
を
進
め

る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え

て
い
る
。お

道
具
箱
に
関
し
て

卒
業
生
た
ち
に
、
再

利
用
を
呼
び
か
け
、
1
年

生
に
リ
ユ
ー
ス
式
に
使
っ

て
い
く
こ
と
は
ど
う
か
。

お
道
具
箱
の
失
く
な
っ
た

部
品
は
余
っ
た
お
道
具
箱

か
ら
補
充
す
る
と
か
、
再

利
用
式
に
使
っ
て
い
く
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

寄
附
を
受
け
付
け

て
再
利
用
す
る
こ

と
は
保
護
者
負
担
の
軽
減
、

廃
棄
物
削
減
に
よ
る
環
境
負

荷
の
低
減
に
効
果
が
期
待
で

き
る
。
一
方
、
寄
附
の
お
道

具
箱
等
の
内
容
物
の
個
数
確

認
、
補
填
、
保
管
場
所
確
保

等
、
教
職
員
の
負
担
増
加
が

懸
念
さ
れ
る
。

　
課
題
は
あ
る
が
、
実
現
可

能
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問

問 答
教務課長

答
教務課長

答

問 学用品（お道具箱）の
代替の可能性について
課題はあるが実現可能性に
ついて検討したい

▲ 夕方に渋滞する皆添橋付近

問
ラ
ン
リ
ュッ
ク
に
つ
い
て
検
討
し
て
ほ
し
い
。

問
中
学
進
級
時
に
入
学
支
度
金
の
配
布
を
。

が
少
な
く
導
入
は
厳
し
い
状

況
に
あ
り
、
目
標
は
未
設
定

だ
が
今
後
も
検
討
す
る
。
未

利
用
地
は
建
築
困
難
や
擁
壁

改
修
等
の
解
決
す
べ
き
課
題

も
多
い
が
、
個
別
の
状
況
に

応
じ
検
討
を
進
め
る
。

　
自
主
財
源
確
保
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
り
、職
員一丸
と
な

り
真
摯
に
取
り
組
み
た
い
。

答
町長ほか

答 問
体
操
服
を
小
中
統
一

に
し
て
は
ど
う
か

検
討
で
き
る
と
こ
ろ
は

検
討
し
て
い
き
た
い

体
操
服
を
小
中
で
統

一
に
し
て
は
ど
う

か
。
中
学
に
上
が
る
際
、
体

操
服
を
新
た
に
購
入
す
る
負

担
も
減
り
、
統
一
に
し
て
お

け
ば
体
が
大
き
く
な
る
6
年

生
時
で
も
い
つ
で
も
買
い
換

え
が
で
き
る
し
、
お
下
が
り

の
幅
も
広
が
る
と
思
う
。

買
い
換
え
の
時
期

に
よ
っ
て
は
保
護

者
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
る

可
能
性
が
あ
る
。
一
方
、
中

学
校
の
体
操
服
に
合
わ
せ
る

方
が
効
率
的
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
が
、
現
行
の
中

学
用
体
操
服
は
小
学
校
よ
り

高
額
で
、
保
護
者
負
担
が
増

え
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

　
販
売
業
者
に
確
認
し
た

ら
、
中
学
校
の
体
操
服
に
は

小
学
校
低
学
年
向
け
サ
イ
ズ

が
な
く
、
小
学
校
へ
の
適
用

は
現
実
的
で
な
い
。
体
操
服

の
変
更
に
は
保
護
者
や
教
職

員
を
含
む
検
討
委
員
会
に
お

い
て
、
十
分
協
議
す
る
必
要

が
あ
る
。お

道
具
箱
、
体
操

服
そ
れ
ぞ
れ
課
題

は
あ
る
が
、
具
体
的
な
提

案
で
あ
る
の
で
、
検
討
で

き
る
と
こ
ろ
は
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問

早麻　雄三
はや　ま　　　ゆうぞう

動画はこちらから

答
防災管財
課長

空
き
家
総
数
は
減

少
傾
向
だ
が
、
状

態
の
悪
い
D
判
定
は
増
加
傾

向
に
あ
り
、
特
定
空
き
家
等

に
該
当
す
る
可
能
性
が
高

い
。
対
策
と
し
て
14
件
が
除

却
に
至
り
、
成
約
奨
励
金
や

リ
フ
ォ
ー
ム
等
の
助
成
も
進

め
た
。

　
現
場
で
は
相
続
人
が
多
岐

に
わ
た
る
等
の
限
界
も
あ
る

が
、
相
続
登
記
の
義
務
化
や

改
正
法
に
基
づ
き
、
法
の
趣

旨
に
の
っ
と
り
、
所
有
者
の

把
握
を
円
滑
に
進
め
、
空
き

家
解
消
に
向
け
取
り
組
み
を

推
進
す
る
。

答
町長ほか

仲島　誠一
なかしま　　せいいち

答
町長

答
教務課長

答
町長

答
町長
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委員会審査　万円未満四捨五入

審査・調査対象の課：総務課・防災管財課・税務町民課・
　　　　　　　　　　地域振興課・人権推進課・教務課
委員長：中原　　　副委員長：早麻
委　員：山田・小嶋・木下・井手元

総務文教振興常任委員会

説明 小・中学校で使用してい
る学習用タブレット端末

の更新に係る費用。

小・中学校タブレット購入費
4,902万円

14
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委員会審査　万円未満四捨五入

建設厚生常任委員会

　3月9日に建設厚生常任委員会、3月11日・13日に総務文教振興常任委員会を開催し、一般会計当初予
算含む20議案（人事議案は除く）の審査をおこない、定例会最終日に各委員長から報告。
　一般会計については、令和7年度の補正予算案として、当初予算から歳入歳出それぞれ1億
389万2千円減額となり、総額が歳入歳出それぞれ70億6千733
万4千円となった。

審査・調査対象の課：健康福祉課・子育て支援課・
　　　　　　　　　　土木課・建築課・町立病院
委員長：竹田　　副委員長：松瀬
委　員：谷口・白銀・仲島・森下

説明 通学路の安全を確保するため、
町民会館前から中学校までの道

路を拡幅するための工事費用。
現在の道路の様子は18ページへ。

教務課

説明 国際交流の一環として、糸田中学校の生
徒が台湾の生徒とオンライ

ンで交流する事業のための費用。海
外の同年代との交流を通じて、英語
に触れる機会を広げ、語学
力の向上を図ることを目的
としている。

オンライン国際交流事業委託料
約176万円

説明 防災ハザードマップ
を住民がいつでも手

軽に災害リスクを確認できる
ように、インターネット上で
閲覧できるようにするための
使用料。

WEB版ハザードマップ配信料
約8万円

説明 自転車乗車時の安全
対策として、ヘル

メット購入費の一部を補助す
るための補助金。補助の上限
は購入費用の2分の1（上限額
2,000円）を限度とする。ま
た、一人1個まで等の条件が
ある。

自転車用ヘルメット購入費補助金
4万円

教務課

出生児童数の減少や施設の老朽化を踏ま
え、公立保育所のあり方について

調査研究を進めるための費用。

説明

防災管財課

防災管財課

説明 糸田町庁舎および住
民センターの空調設

備を改修するための費用。令
和7年度から継続事業となっ
ている。

糸田庁舎等空調設備改修工事
約8,214万円 防災管財課

五反田線道路改良工事
8,157万円

令和8年度の当初予算額
は2～3ページを見てね

公立保育所のあり方検討及び
再編計画委託料
約712万円 子育て支援課

土木課

説明 出産・子育ての支援として、妊娠届出時
に5万円、出産時に5万円の計10万円を

支給する。現金給付またはカタログギフトのいず
れかを選択でき、カタログギフトを選
択した場合は、それぞれ5千円分のポ
イントが付与され、合計で11万円相
当の商品を選択することができる。

妊婦のための支援給付金
500万円

団地関連 建築課

説明 真岡団地建替えをおこなうための工
事費用。令和8年度は、真岡団地建

替真岡団地6棟（9～14号棟）の解体工事およ
び東棟建設に向けての造成工事を実施。

説明 宮床団地Ｅ棟工事による影響が周辺
家屋におよんでいるかを確認するた

めの調査費用。
　また、新たに駐車場を確保するため、整備に
必要な設計業務を委託するための費用となる。

真岡団地建替に伴う解体
及び造成等工事
約1億1,372万円

宮床団地建替に伴う
測量調査設計等委託料

約5,533万円

補助金関連 建築課

町民グラウンド関連

説明 旧耐震基準で建てられた木造住宅の
耐震改修工事に要する費用の一部を

補助するもの。上限は60万円。

木造戸建て住宅耐震改修補助金
60万円

説明 町内の三世代同居を目的とした住宅
の新築、改修、購入等に要する費用

の一部を補助するもの。上限は50万円。

三世代同居住宅支援事業補助金
100万円

説明 持続可能な循環型社会の実現に向
け、住宅用太陽光発電システムの設

置費用の一部を補助するもの。上限は8万円。

太陽光発電設置補助金
64万円

子育て支援課

補助の対象要件や金額の詳細については、建築
課まで（電話：26-4020）

町立病院建替事業に伴うものだよ

説明 代替地として戸石グラウンドを整備
するにあたり、周辺家屋への影響を

確認するための事前調査を実施する費用。

戸石グラウンド改修工事
家屋調査委託料
約770万円

説明 町民グラウンドを従来利用していた
団体に対し、他市町村のグラウンド

使用料や代替施設の利用料を補助するための
費用。

糸田町民グラウンド
代替地利用補助金
約67万円

教務課

▲ 戸石グラウンド
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　本予算案は、糸田町立緑ヶ丘病院の
運営のための予算であり、病院職員の
給与をはじめ、老朽化した病院の建替
えに係る実施設計委託業務料等が計上
されており、今後のまちづくりを形成
する上で重要な予算である。町立病院
については、老朽化した施設の中で厳
しい経営状況が続いており、短期間で
の大きな改善は容易ではないと考える
ものである。しかしながら、執行部か
らは、来年度において新たな院長のも
とでの組織体制の見直しや医師の増員
が予定されていること、また地域包括
ケア病床の取り組みにより一定の収入
確保も期待されるところであり、厳し
い状況ではあるものの、経営改善に向
けた取り組みが進められている点は評
価できるものである。
　町立緑ヶ丘病院が存在することによ
り町民に安心を与え、福祉の観点から
も町立病院は必要不可欠な存在であ
る。一日も早く病院建設に着手し、ス
ピード感を持って経営改善に取り組む
べきであると考えるものである。本予
算は、病院建設と経営改善等を含むも
のである。関係職員への期待と激励を
込め、本予算案に賛成するものである。

賛成討論趣旨（谷口）反対討論趣旨（森下）

議案第17号　令和８年度糸田町立緑ヶ丘病院事業特別会計予算

討論一覧(一部要約・抜粋)

合　　　　計

審議結果

入札結果

真岡団地建替に伴う移転先空家補修工事（1工区）
真岡団地建替に伴う移転先空家補修工事（2工区）
真岡団地建替に伴う移転先空家補修工事（3工区）

工　　　事　　　名 業　者　名 予定額（円） 最低制限価格（円） 金　額（円） 落札率（％）
中村総建
タニテック
泌泉建設

9,167,000
6,845,000
4,231,000

8,433,000
6,297,000
3,892,000

8,433,000
6,297,000
3,892,000

91.99
91.99
91.99

研修報告

県議長会主催 町村議会議員研修会（福岡市）
◆参加議員
　井手元・小嶋・早麻・仲島・森下・中原
　本研修では、議会の三つの役割（「行政監視」「政策立
案」「住民意思吸収」）とチーム議会の重要性を再認識
した。議会は行政の追認機関ではなく共同責任者であ
り、将来を見据えた審査や議員間討議の充実、適切な
権能行使、そして住民の意識変革を促す役割を果たす
ことが不可欠であると理解した。

１月9日

誰のための議会かを再認識

審議結果
令和8年第1回糸田町議会定例会（3月4日～3月19日）

議長不信任動議（3月19日）

専決処分について（令和７年度糸田町一般会計補正予算）
糸田町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例
糸田町乳児等通園支援事業の利用者負担金に関する条例
糸田町監査委員条例等の一部を改正する条例
糸田町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例
糸田町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条
例等の一部を改正する条例
令和７年度糸田町一般会計補正予算
令和７年度糸田町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算
令和７年度糸田町立緑ヶ丘病院事業特別会計補正予算
令和８年度糸田町一般会計予算
令和８年度糸田町国民健康保険事業勘定特別会計予算
令和８年度糸田町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算
令和８年度糸田町学校給食センター事業特別会計予算
令和８年度糸田町後期高齢者医療特別会計予算
令和８年度糸田町立緑ヶ丘病院事業特別会計予算
田川郡町村公平委員会共同設置規約の一部を改正する規約
福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減
少及び福岡県市町村職員退職手当組合規約の変更について

第６次糸田町総合計画前期基本計画について
糸田町過疎地域持続的発展計画について
人権擁護委員候補者の推薦について
人権擁護委員候補者の推薦について
糸田町教育委員会教育長の任命について
契約変更請書の締結について

下記のとおり議長不信任案が口頭動議で提出され、議題として取り扱
うかについて採決した結果、賛成少数となり議題とならなかった。
山田陽一議員による議長不信任案

件　　　　　　　　　名 結果

議 

　
　
　
　 会 

　
　
　
　 結 

　
　
　
　 果

は賛成 は反対

詳細
承認
可決
可決
可決
可決

可決

可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決

可決

可決

可決
可決
適任
適任
同意
可決

可　　決

結　　果

賛成少数

全
　
　
　会
　
　
　一
　
　
　致

全
　
　会
　
　一
　
　致

谷
　口

白
　銀

松
　瀬

仲
　島

竹
　田

山
　田

小
　嶋

森
　下

木
　下

中
　原

井
手
元

早
　麻

※議長に表決権はないため「－」とし
ています。
　可否同数の場合のみ裁決権を行使し
ます。

ー

谷
　口

白
　銀

松
　瀬

仲
　島

竹
　田

山
　田

小
　嶋

森
　下

木
　下

中
　原

井
手
元

早
　麻

ー

動画で討論の詳細が視聴できるよ
右の二次元コードからアクセスしてね

議長交際費　執行状況（令和8年1月～3月）

1月 7 日
2月22日
3月19日

摘　　　　　要
香典代および生花代1件
香典代および生花代1件

議会から課長職退任者2名への花束代

金　　額
30,000円
30,000円
10,000円
70,000円

※3工区の入札については、1回目の入札は一者のみで不調、再度の入札でも一者のみで落札となった。

　本予算案については、住民への説明責任を欠き、実績に基づかない不
透明な収支計画に依存しており、到底承認できないものである。
　第1に、住民合意を軽視した計画の推進である点である。病院建設費
が当初の予定から大幅に乖離している現状にありながら、住民アンケー
トの実施や説明会の開催といった、住民の理解を得るためのプロセスが
十分におこなわれていないと感じている。住民の納得が得られないま
ま、巨額の公金を投じる姿勢は、行政としての説明責任を尽くしている
とは言い難いものである。
　第2に、収支計画の信憑性が完全に崩壊している点である。令和7年度
の決算見込みにおいて、約2億円もの赤字が予見されている事実は、当
局の見通しがいかに甘かったかを明白に示している。これまで、黒字化
に向けた施策として掲げられてきたリハビリテーション科や訪問診療の
拡充も、結果として現在の深刻な赤字を解消する決定打とはなっていな
い。過去の諸政策が収益改善に結びついていない現実を直視せず、楽観
的な予測を繰り返す予算案に信頼を置くことは不可能である。
　第3に、経営改善に対する姿勢そのものへの疑念である。糸田町立緑ケ
丘病院整備基本構想においては、何よりもまず、病院経営の健全化に着
手する必要があると明確に記されている。しかし、町長が述べる収益改
善策である医事課の新設などが、現時点においてもなお構想段階にとど
まっているのは、余りに遅きに失した対応であると言わざるを得ない。
本来、経営健全化を最優先とするのであれば、既に実行済みであっても
おかしくない施策が、今になってようやく検討の俎上に載るという現状
は、当局の経営改善に対する危機感の欠如を露呈しているものである。
　公的病院の使命や将来への投資といった言葉を掲げ、期待感のみで不
透明な予算を追認することは、将来の町財政に深刻な禍根を残すもので
ある。まずは住民への説明責任を果たし、基本構想に立ち返った実効性
のある経営再建計画を提示すべきであることを強く訴え、本予算案に対
する反対討論とするものである。

かい　り

そ じょう
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平成筑豊鉄道、路線バス案に決定

　町内の現在の姿をお届けするコーナー。今回は今後工事予定の場所をピックアップと全員協議会で議題と
なった平成筑豊鉄道についての今後を報告。

　糸田町は財政状況
を鑑みて路線バス案
を支持。
　福岡県の令和8年3
月24日の第9回平成
筑豊鉄道沿線地域公
共交通協議会におい
て正式に路線バス案
に決定したと報告が
あった。

いとだばた会議いとだばた会議
開催のお知らせ

皆さんの声をまちづくりに生かすため
広聴会「いとだばた会議」を開催します。

班に分かれて、ワークショップ形式でテーマについて
意見交換をおこないます。

テーブルを囲みながら、町の元気につながるアイデアや
地域の課題について、自由に話し合ってみませんか？　
※会議は予約制となります。下記のお申込み方法から予約を
お願いします。お子様の参加も大歓迎です。

●令和８年５月22日(金)  午後６時～午後７時30分終了予定
●糸田町役場 住民センター２階 第２・３研修室

● 開会あいさつ・議員紹介（20分）　● 議会だより紹介（10分）
● 意見交換・まとめ（60分）
★テーマ『町を元気にするためには？』
　  　• 移住、定住促進
　  　• 空き家対策　など ※時間は目安です

（定員：20人程度）

電話：0947－26－4353（糸田町役場 議会事務局）

電話での予約
（平日 午前８時30分～午後５時まで　※祝日を除く）

インター
ネット
での予約

申込みの締切は５月２０日（水）までだよ

お申込み方法（下記のいずれかでお願いします）

プログラム

日時・場所
大熊歩道橋

宮床団地用
駐車場の建設予定地 ▶

◀▲ 工事予定の道路
　　 予算は8,157万円

▲ 撤去予定の
　 大熊橋歩道橋

五反田線道路改良工事
（町民会館～糸田中学校）

宮床団地駐車場予定地
宮床団地内の空きスペースに
来客用等の駐車場を整備する
予定だって！便利になるね！

大熊歩道橋の撤去について
は、補助金の対象となること
が判明したため、着手時期を
令和９年度まで延長すること
になったよ！

歩道ができて道が広く
なり、カーブが緩和さ
れて通りがスムーズに
なる予定だよ！

広聴会初
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3月15日に金村神社で開催される町民の皆様にとってなじみ深い田植祭。今回
は演芸の一つでもある田植舞（早乙女踊り）の踊り手を中心に取材しました。

こんにちは♡いとだまちぎかいです! 

☆本番☆☆本番前☆

☆練習風景
☆

初日から頑張っているよ

さーなえー

昭和3年に早良郡脇山村（現福岡市早良区）
の田植神事内で奉納されていた田植え舞の指
導を受けて、糸田尋常高等小学校の運動会で
女子高学年生徒が舞踊として発表したのが始
まりとなる。翌4年田植祭で舞が奉納され、
毎年の恒例行事となった。その後は婦人会に
引き継がれ、昭和56年から女子児童によっ
て舞われている。（糸田町史より抜粋）

田植舞（早乙女踊り）の起源

緊張する～！

頑張ります！

委 員 長　小嶋　康子　　委員　白銀　秀樹　　委員　仲島　誠一
副委員長　森下　喬廣　　委員　早麻　雄三　　委員　中原　詔蔵

議会広報
常任委員会 議会だよりアンケート募集中!

豊かな実りの年と
なりますように

練習の成果を感じる
素敵な舞でした！




